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SUMMARY OF EXECUTION AND RESULTS 
大幅な増設を行うために一旦 E471測定器系を全て撤去したところからの準備となった

ため、トリガーの作成 /測定器系の調整に総計で  25shif ts  とかなりのシフト数を要した。

加速器側の tuning が終了してユーザータイムとなったのは 5/31からである。  そこから  
6 /6まではビーム強度が極めて弱かったが、 6/3から product ion run を開始した。  

(静止 K-,p)  /  (静止 K-,n  +上下の荷電粒子 ) /K-ビーム (prescaled) / (静止 K-,上下の荷電粒

子 )の 4種のビーム起因のトリガーと、測定器系を上下 /左右に通り抜けていった宇宙線の

2種のトリガーを混ぜてデータの収集を行った。  データ収集期間は 24シフト。定常なデ

ータ収集に以降後の加速器側の原因によるビームオフは 1シフト程度であった。  
6 /3-6/6の期間の一次ビーム強度は、 1×10^12程度 6/6以降は若干改善されて、 1.5×

10^12程度の強度であった。我々は、 K5 on target  で、 2×10^12の一次ビーム照射を仮定

して、ビームタイムを見積もっているので、  特に弱かった  6シフト期間は、 6×0.5=3シ
フト分相当。 6/6以降の 18シフトの期間については、 18×0.7～ 13シフト相当となる。  
 E471の後中性子カウンターの accidenta l  ra te  を出きるだけ下げてデータを取るために、

ビームチャンネルグループの協力を得て、momentum s l i t  の復活及びビーム左方向の中性

子カウンターの上流に大量のポリスチレンを積む作業が予め行われていた。このため、

各種スリットを全ての K-を受け入れられる寸前までフルオープンにしてのビームライン

運転が可能となり、一次ビーム強度が E471の 70%しかないにも関わらず、 K-ビームは、

静止直前で 6000個 / sp i l lと、 30%増し・また中性子カウンターのレートは半分に落とすこ

とができただけに、一次ビーム強度の不足が非常に残念であった。  

EXECUTED MACHINE TIME,  BEAM  CONDITION,  DOWN TIME e t c .  
最初 25シ フトは調 整に用い ていたた め、ビー ム強度自 体は問題 とならな いが、

prod uc t ion  run  に お けるビー ム強度 (K5標的上で 1 .4×10^1 2程度平均 までしか 出なかっ

た )は得ら れるデー タ統計に 直結する 。E549は、E471の 高 統計ラン としての 性格の強 い

実験なの で、ビー ム強度の 不足は深 刻である 。後半 25シフトに ついては 上記のよ うに

16シフト 分として 認定をお 願いした い。  
 ビーム 強 度を上げ るよう  1 s t  p r io r i t y  の K6を通 じてお願 いしたが 、サイク ル最後ま で

明確な改 善は見ら れなかっ た。  Do wn  t i me  自 身は、 6 / 6以降では 計 1  sh i f t  程度で安 定

COMMENTS 
 ビーム チャンネ ル他の尽 力によっ て、楔型 の deg rad e r  を K5ビー ムライン 上にお い た

ままで、 運動量ス リットを 復活する ことがで き、また 中性子の バックグ ラウンド 低減

を目指し て積んだ ポリエチ レンも効 果を発揮 したため 、 1次ビー ム強度あ たりで、 2倍
の K-を使 用し、一 方、中 性 子カウン ターのヒ ットレー トを 1 /2に 下げるこ とが可能 にな

った。  E5 49 /E5 70実 験の現在 の条件で は、 4c mの Pt生成標 的を使用 した場合 、 2 .5 -3×
10^12の一 次陽子ビ ームの受 け入れが 可能であ る。  是非 とも、今 後 E471で できてい た

“ 2 .0×10 ^12  を超 え る  on - t a rge t  での 陽子強度 での連続 運転 ”が 可 能となる ようにお

願いした い。  
 


